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3１．対象範囲

広域機関
トップページ

カテゴリA 容量市場
SPサイト
トップページ

カテゴリC カテゴリD

発電
事業者向け

一般向け
小売電気
事業者向け

カテゴリB ・・・・・・・・・・

新規作成

リンク先をSPサイトとする
バナーの作成が必要

https://www.occto.or.jp/



4（参考）広域機関トップページ

 リンク先をSPサイトとするバナーの作成が必要

※縦幅は問題ないものの、横幅の制約あり（主な横幅は下記参照）

660ピクセル 245ピクセル



5（参考）既存の容量市場のページ

 リンク先をSPサイトとするバナーの作成が必要

※縦幅は問題ないものの、横幅の制約あり（主な横幅は下記参照）

230ピクセル 690ピクセル



6２．スペシャルサイトのサイトマップ（案）

 一般向け

 制度概要説明

 オークション情報

 よくある質問

 関係サイト誘導

 発電事業者向け

 発電向け詳細説明

 スケジュール

 各種資料

 よくある質問

 小売電気事業者向け

 小売向け詳細説明

 スケジュール

 各種資料

 よくある質問

 各ステークホルダーに則した内容に分類し、情報発信を行う。

 一般：経営層、マスコミ、一般人（実務者以外）等をターゲットとし、容量市場の概要、当該
制度導入による影響等を発信していく。

 発電事業者：発電側の実務者をターゲットとし、既存ページに掲載している膨大な情報のうち、
手続きにおける重要事項や注意事項等を発信していく。

 小売電気事業者：小売をターゲットとし、制度理解や事業者としての役割を情報を発信していく。
特に、需要家を抱える場合は必ず支払いが発生することを事前に周知したい。

＜サイトマップ（案）＞
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 トップページのデザインイメージ作成時、下記項目は必ず含むこととする。

 一般向けサブトップへのリンク

 発電事業者向けサブトップへのリンク

 小売電気事業者向けサブトップへのリンク

 お知らせ（新着）

 容量市場システムへのリンク

３．スペシャルサイト（トップページ）の構成要素

（参考）既存ページのシステムへのリンク



8４．サンプルコンテンツの素材

 「制度概要」に関するサンプル記事の素材は、別紙：Q＆A 「容量市場の概要」の４ページ（容量
市場を導入した場合の中長期的なメリットとは）、下記および次スライドとする。

サンプル記事のタイトル：制度概要について



9４．サンプルコンテンツの素材



10４．サンプルコンテンツの素材

 「スケジュール」に関するサンプル記事の素材は、下記とする。

サンプル記事のタイトル：主なスケジュール

※特に強調したい項目は、（需要曲線の公表日）２０２０年６月２４日、（応札受付期間）
２０２０年７月１日から７月7日、（取引結果の公表日）２０２０年８月３１日



11４．サンプルコンテンツの素材

 「よくある質問」に関するサンプル記事の素材は、別紙：Q＆A 「容量市場の概要」のQ１３－１～
１３－４およびQ２０－１～２０－５とする。

サンプル記事のタイトル：よくある質問


